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1. 序説

1.1 本マニュアルの参照方法 

本マニュアルは、序説、概要、動作方法とトラブルシューティングの４つのセ

クションに分かれています。インストール前に慎重にこのマニュアルをよくご

覧頂き、プリンターをご使用下さい。また、必要に応じて該当箇所をご参照下

さい。 

1.2 注意事項 

本 3D プリンターをご使用の前に、必ずこの章をお読み下さい。 

1.2.1 安全面に関して 

 指定外の電源アダプターのご使用はお止め下さい。商品の破損及び火災の

恐れがございます。

 使用中、又は使用直後の加熱されたノズル、プラットフォーム及びプリン

ティング中のモデルは素手で触らないでください、高温による火傷の恐れ

がございます。

 本商品同梱の手袋の茶色部分は、200 度以上の高温で溶ける材質でござい

ますのでご注意下さい。

 ABS 素材でのプリンティングは、樹脂を加熱する際に、わずかながら臭い

が発生します。安全面において、得に問題はございませんが、換気が効く

スペースでの使用を推奨致します。なお、ABS 素材に関して、燃やすなど

の行為はおやめ下さい。
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本マニュアルで使用されるマークの一覧 

注意: 操作方法をよく読み、ご使用の際にはよく注意して下さい。

怪我をする可能性がございます。 

警告: 操作方法をよく読み、使用の際にはよく注意して下さい。 

重度の怪我をする可能性がございます。 

手袋: 本 3D プリンターをメンテナンスする際に、火傷の危険性がご

ざいますので手袋をご着用下さい。 

1.2.2 保護規定 

 製品を水につけないで下さい。浸水の危険性がある場所でのご使用の際は

お気をつけ下さい。故障の原因になります。

 データを 3D プリンター本体に転送する際に、電源を切る行為や USB ケー

ブルを抜いたりする行為はお止め下さい。データ破損の危険性がございま

す。

 フィラメントを挿入、交換する際、ノズルとプラットフォームの距離は最

低50mm以上離れた状態にして下さい。データ破損の危険性がございます。

 3D プリントする際は、室温 15℃～30℃、及び湿度 20％～50％での環境が

最適です。推奨環境下以外での場合、造形物の精度や質が低下してしまう

恐れがございます。
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2. 概要

UP! シリーズ 3D プリンターは、シンプルなデザインを基本コンセプトに設計

された機種です。また、初めて 3D プリンターをご使用の方でも、最小限の操

作で質の高い 3D プリントをお楽しみできる機種です。 

2.1 外観 

図 1.プリンター正面図 

(1) 本体 (2) プラットフォーム    (3) ノズル 

(4) エクストルーダー    (5)フィラメントガイドチューブ 

(6) ローラー・シャフト 

(7) フィラメント       (8) パイロットランプ      (9) 初期化ボタン 

(10) 水平自動調整モジュール (11) ノズル高さ測定装置 

(12) 3.5mm ケーブル 

⑸ 

⑹ 

⑺ 

⑻ 

⑼ 

⑴ 

⑿ ⑵ 

⑾ 
⑽ 

⑶ 

⑷



UP! 3D Printer User Manual 7 

図 2. 付属品 

USB ケーブル        電源アダプター (19 V)       

ネジ セルボード 3.5mm ケーブル 

水平自動調整モジュール  ノズル高さ測定装置 

図 3. ツールキット 

ペン・ナイフ ピンセット 六角ペンチ      デザインナイフ 

ニッパー 手袋 ノズルペンチ      クリップ 

フィラメントガイドチューブ 
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図 4.軸 

図 5. プリンター背面図

エクストルー

ダー（X 軸）

Z 軸 

プラットフォ

ーム軸（Y軸）

電源ボタン 

パワー・インター

フェース 

USB インターフ

ェース 

3.5mm インターフェース 
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2.2 仕様 

2.2.1 本体仕様 

使用可能材料 ABS 又は PLA 

純正ABSフィラメントカ

ラー 
白、黒、赤、青、緑、黄 

積層ピッチ 0.15－0.4mm, 

プリント速度 10－100 cm
3
/h

プリントエリア 140×140×135mm 

最大重量 5 KG (11 lb) 

本体サイズ 245 × 260 × 350 mm 

2.2.2 製品仕様 

電源 100-240VAC, 50-60Hz, 200W 

モデルサポート生成 自動生成 

入力フォーマット STL 

使用可能 OS Windows XP/Vista/7/8; Mac 

2.2.3 推奨仕様 

気温（室温） 15°C～30°C 

湿度 20%～50% 



UP! 3D Printer User Manual 10 

3. 操作

3.1 準備 

3.1.1 プリンターの設置 

上記の図を参照にしながら、それぞれの部品を組み立ててください。 

セルボード:8 つのスプリングでセルボードをプラットフォームに固定してくだ

さい 。 

ローラー・シャフト: 上記の図に示すように、スロットにローラー・シャフト

のブロックを間に差し込み、固定してください。 
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(Mac バージョン) 
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3.1.2 ソフトウェア・インストール 

UPx.xx setup.exe ファイルを立ち上げ、指定されたディレクトリー(デフォルト

はプログラムファイル/UP です)に該当ファイルをインストールしてください。 

注: 

これにより UP ソフトウェア、UP ドライバー及びお使いの方のプログラムフ

ァイル/UP フォルダーに UP サンプル・ファイルもインストールされます。 

3.1.3 ドライバー・インストール 

3D プリンターを使用するコンピューターに接続し(同封の LAN ケーブルをお使

いになり、3D プリンターとコンピューターを繋いで下さい)、インストール手

順に従いドライバーをインストールして下さい。 
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インストールの際に"Winusb.dll not found" というエラーが起こった場合、本マニュアル

の「異常時の処置」をご参照下さい。 
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3.2 基本的な機能 

3.2.1 操作開始 

アイコンをクリックし、以下の図のようにプログラムを開始してください: 

3.2.2 3D モデルのロード 

 “File / Open” 又はツールバーの  アイコンをクリックし3Dモデル(.STL の

拡張子のもの)を選択してください。UP! シリーズは STL 以外のファイルは適応

出来ませんのでご注意ください。 

3D モデルを左クリックし、以下のようにモデルが表示される事を確認してく

ださい。 

(Windows バージョン) 
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(Mac バージョン) 

TIP: いくつかのモデルを開き、すべて同時に印刷することも可能です。 

不要なモデルの削除: 削除したいモデルを左クリックし、削除を選択して下さ

い。Mac OS の場合、削除したモデルをクリックし、右列の Unload アイコンを

クリックして下さい。すべてのモデルを同時に削除する事も可能です。 

モデルの保存: 保存したいモデルを選択し、「保存」をクリックしてください。

ファイルは UP3 フォーマットに保存されます、保存されるファイルのサイズは、

元の STL ファイルの 12％～18％軽量化します。保存したファイルをロードす

る際は、保存時の編集(密度等)が自動的に適応されます。 

データ: 正確にプリントが行えるかどうかは、ソフトウェア操作上にロードし

たデータの色で判別が可能です。正確にプリントが行えるファイルであれば、

フォーマット上のモデルはピンク(windows)or グレー(Mac)の色であり、一方

でモデルが赤くなっている場合はそのモデルに何かしらの問題が存在し、基本

的にはプリント不可能でございます。 
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STL ファイルの修正: ロードしたファイルが赤く、問題が検出された場合、修

正可能なファイルは、「編集」メニュー一覧にある「Fix(修正)」オプションを

使用すると、修正が可能でございます(但し、修正ができないモデルも有り)。

ただし、すべての問題が修正される訳ではございませんので、修正を行い、そ

れでもモデルが赤く表示された場合は、元のモデルのファイルを修正して下さ

い。赤く表示されたモデルは、基本的にはプリント不可能でございます。 

モデルのグループ化: 別々のモデルを一つのモデルとして保存し、プリンティ

ングしたい場合は、「編集」メニューより「グループ化」のオプションを用い

て下さい。グループ化する際の配置は、プラットフォームデータ上で表示され

る位置を確認した上でグループ化を行って下さい。グループ化したファイルも

一つの STL ファイルとして保存する事が可能です。 
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3.2.3 表示オプション 

異なる方向から造形モデルを観察する際は、マウスを用いて操作して下さい。 

回転: クリックしながら、マウスを動かしてください、回転しながら観察する

事が可能です。 

拡大縮小: マウスのホイールを回して、プラットフォームデータの表示サイズ

を変更できます。 

ビュー: 以下の図に示しているようなフィット(Fit)ボタンをクリックすると、

様々なアングルから 3D モデルを見る事が可能です。 

(Windows version) (Mac version) 
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3.2.4 3D モデルの編集 

ロードしたモデルの編集は、「編集」メニュー又はツールバーの操作で行えま

す。 

(Windows version) 

3D モデルの移動: 「移動(Move)」ボタンをクリックし、

移動距離を入力、又は選択してください。次に移動した

い軸を選択してください。ツールバーの軸のアイコンを

押すたびに、モデルはプラットフォーム上で移動します。 

例: 下図モデルを-5mm（下へ）Z 軸上で移動するには、 

手順：①「移動(Move)」ボタンをクリック; ②.「-5」を

入力; 

③. 「Z軸」をクリック。

(Mac version) 
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モデルの回転: ツールバーの「回転(Rotate)」アイコンをクリックし、回転する度

数を選択又は入力してください。次に回転させたい軸のアイコンをクリックして

ください。 

例: Y 軸方向に下図のモデルを 30
o回転させる。

手順: 1.「回転(Rotate)」アイコンをクリック; 2. テクストボックス「30」を入力；

3.「Y 軸」をクリック。  

注:正数を入力した場合は左回り、負数を入力した場合は右回りに回転します。 

モデルの倍率の変更:「倍率(Scale)」アイコンをクリックし、数値を選択又は

入力してください。次に倍率の変更をしたいモデルを選択し、再度「倍率(Scale)」

アイコンをクリックしてください。特定の軸だけを縮尺したい場合は、「倍率

(Scale)」ではなく、倍率の変更をしたい軸をクリックしてください。 

例 1: 下図のモデルを 2倍にする。 

手順: 1.「倍率(Scale)」アイコンをクリック; 2.「2.0」を入力; 3.再度「倍率(Scale)」

をクリック。 

例 2: 下図のモデルを Z軸のみ 1.2 倍にする。 

手順: 1. 「倍率(Scale)」アイコンをクリック; 2. 「2.0」を入力; 3.「Z 軸」をク

リック。 
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3.2.5 プラットフォーム上のモデルの配置 

3D モデルをプラットフォーム上の適切な位置に配置する事は、3D プリントの

質を上げるための大事な操作です。 

TIP: 通常はプラットフォームの中央にモデルを設置する事推奨します 

配置: ツールバーの「配置(Auto Place)」アイコンをクリックすると、自動的に

モデルをプラットフォームの上で配置します。特に複数のモデルを同時に 3D

プリントする際は、この機能をお勧めいたします。 

手動配置: 「Ctrl」キーを押し、移動されるモデルを選択しながら、マウスを

移動させるとモデルを移動する事ができます。 

NOTE: 複数のモデルを同時にプリントする場合は、それぞれのモデルの間隔

を 12mm 以上に保つことで、モデルの結合を防ぐ事ができます。 
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3.3 プリントの準備 

3.3.1 プリンター初期化 

3D プリントを始める前に、必ず初期化をしなければなりません。「設定

(3Dprint)」メニューの中から初期化(Initialize)を行ってください。プリン

ターより「ピー」という音が流れ、自動的に初期化を開始します。 

(Windows version) 

(Mac version) 

TIP: 通常使用時に接続や操作に問題が起こった場合は、初期化をする事によ

り改善可能でございます。 
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3.3.2 水平度調整 

ノズルの高さを測定する前に、水平自動調整モジュールを用いてプラットフォ

ームの水平度を調整する必要があります。 

下図を参照に水平自動調整モジュール及び 3.5mm ケーブルを準備し、以下の図

のようにセッティングしてください。 

「設定」メニューの「水平自動調整(Auto level)」をクリックし、水平道の調

整を開始します。９つの点を測定し、それぞれの水平値データをプリンターに

送信します。 

NOTE:水平自動調整モジュールを測定終了後すぐに外してください。 

接続問題を回避するため、3.5mm ケーブルを繋げるときは、必ず確実に接

続しているかを確認してください。サポートなしでのプリントをご希望の

場合は、セルボードを外した上で測定してください。 
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ネジを緩めると、緩めたネジの上に位置するプラットフォームの一部が上がり

ます。UP!Plus2 の設計上、大きなズレがなければ正常にプリント可能なよう

に設計がされておりますが、ネジで水平度を調整する事により、より一層高い

質でのプリントが可能です。 

バネ 

Note: UP! Plus 2 のプラットフォームは、工場より出荷前に一度調整され

ておりますが、運搬途中でズレが生じる場合がございます。ズレが大きい

場合、水平自動調整をする際にエラーが生じる場合がございます。水平自

動調整で測定した９つのポイントの測定値は下図のように表示されますの

で、それを元にネジを調整し、手動調整して下さい。 
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水平自動調整を行う際は、ケーブルの接続にお気を付けください（下図参照）。 

3.3.3 ノズルの高さ測定 

このセクションは、マニュアルにおいて最も重要な部分です。3D プリントを

成功させる為だけでなく、造形物の質に関わってくる部分ですので、このセ

クションを十分に熟読し、ご理解下さい。 

ノズルの高さ測定 

水平自動調整終了後、水平自動調整モジュールを取り外し、3.5mm のケーブル

を電源スイッチの隣の差し込み口及びインターフェースにそれぞれ接続して

ください。ソフトウェア上で「ノズル高さ測定」を選択し、測定を開始してく

ださい。測定中プラットフォームが徐々に上昇し、測定を開始します。 

NOTE: ノズルの高さを測定する際は、ノズル先端にフィラメントの残留

がない事を必ずご確認ください。 
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ノズルの高さを手動で調整することも可能です。プリント開始時に、ノズルと

プラットフォームの距離が 0.1mm 程度の状態が最適の状態です。ノズルとプ

ラットフォーム間の距離は、測定後画面に表示されます。ウィンドウ(Height

が表示されているもの)を閉じたとしても、その後は、「設定」→「プリンタ

ー設定」でご確認いただけます。 

NOTE: 「プリンター設定」で、ノズルの高さを最大上下 1mm 単位までの調整

をする事も可能です。下図の赤い枠の部分を直接入力する事でノズル高

さを調整する事が可能です。数値の直接入力後のプリントは、入力され

た数値によるものになります。 

上の図は、ノズルとプラットフォームの距離が測定後 132.89mm 離れている事

を示しております。 

正確なノズルの高さを測定するには、以下のステップに従ってください。 
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STEP 1 - 「設定」メニューの「プリンター設定」を開いてください。下図のウ

ィンドウが開きます。手動で測定する際は、以下ステップ 2から 4までを

繰り返し行ってください。 

(Windows version) 

(Mac version) 

STEP 2 – 移動させたい距離の数値を入力し、「To」ボタンを押してプラットフ

ォームの高さを動かす事ができる。上図同様に入力した場合、プラットフ

ォームは初期の位置より 124mm 上昇します。 
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STEP 3 – ノズルとプラットフォームの距離をチェックしてください。STEP 2

を行う際に、入力する数値はノズルとプラットフォームの距離より小さい

数値でなければなりません。ノズルとプラットフォームが衝突し、故障の

原因になります。  

STEP 4 – ノズルとプラットフォームの距離が 1mm 以下に成った場合、STEP 2

に戻り、0.1mm 単位でプラットフォームを上昇させてください。 

NOTE: ノズルの高さの測定は一度測定を行えば、移動などによりプリンター

に振動を与えない限り、再度行う必要はございません。(※ただし、ソフ

トウェアを使用するパソコンも同じものだと仮定して) 

TIP: 出力中にフィラメントがプラットフォームに付着しない場合は、再度高

さの調整を行ってください。 

TIP: STEP 2 で誤った数値を入力し、ノズルとプラットフォームを衝突させて

しまった場合、他の操作を行う前に、初期化を行ってください。 

TIP: 厚さ 0.1mm のコピー用紙を使用し、ノズルとプラットフォームの間の距

離を確かめることも可能です。 







































http://www.thingiverse.com/thing:4113







